
目
次
・

早
す
ぎ
た
男
　
南
部
陽
一
郎
物
語

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
3

第
1

章
　
　福
井
の
神
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

老
舗
仏
壇
店
を
飛
び
出
し
た
父
　
1
5
　
陽
一
郎
を
育
ん
だ
父

の
書
斎
　
1
6
　
軍
国
主
義
の
色
に
染
ま
る
福
井
　
1
8
　
神
童
も
ド
イ
ツ

語
に
は
苦
労
し
た
　
1
9
　
ガ
ロ
ア
と
ア

ー
ベ
ル
　
2
0
　
人
生
で
最
も
楽
し
か
っ
た
時
期
　
2
1
　
湯
川
秀
樹

の
中
間
子

論
　
2
2
　
強

い

力
は
中
間
子

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
生
ま
れ
る
　
2
3
　
幻
の
パ
イ
中
間
子
発
見
　
2
6
　
湯
川

の
京
大
を
目

指
さ
ず
東
大
へ
　
2
7
　
天

才
で
な
い
者

は
去
れ
　
2
9
　
仁
科
・
朝
永
セ
ミ
ナ
ー
に
活

路
　
3
0
　
卒

業
そ
し
て
技
術
将
校
へ
　
3
1
　
海

軍
秘
密
文
書
を
入
手
せ
よ

3
2
　智
恵
子
と
出
会
い
恋
愛
結

婚
　
3
3
　
受
け
身
だ
っ
た
南

部
中
尉
　
3
5
　
新
居

は
新
妻
の
実
家
　
3
6

第
2

章
　
　東
大
理
学
部
3
0
5

号
室
の
住
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

実
験
室
を
住
み
か
に
　
3
9
　
南
部
の
畏

友
、
久
保
亮
五
　
4
1
　
イ
ジ
ン
グ
モ
デ
ル
で
腕
試
し
　
4
3
　
関
心

は
イ

ジ
ン
グ
モ
デ
ル
か
ら

ラ
ム
シ
フ
ト
に
　
4
4
　
中
村
誠

太
郎
ら
と
翻

訳
ア
ル
バ
イ
ト
　
4
5
　
木
庭
と
出
会
い
、
朝
永
ゼ
ミ
に
"
参
加
"
　
4
6
　
朝
永

の
く
り
こ

み
理

論
　
4
7
　
自
力
で
ラ
ム
シ
フ
ト
を
計
算
　
4
8
　
朝
永

グ
ル
ー
プ
と
名

勝
負
　
4
9
　
武

谷
三
男

が
や
っ
て
き
た
　
5
1
　
東
大
か
ら

大
阪
市

立
大

学
に
　
5
2
　「
こ
ん
な
若

造
で
大
丈
夫

か
」
　
5
3
　南
部

の
怠
け
癖

が
発
覚
　
5
5
　
武
者
修
行
に
現
れ
た
小
柴
昌
俊
　
5
6



伏
見
の
激
励
で
イ
ジ
ン
グ
論
文
執
筆
　
5
7
　
ベ
ー
テ
・
サ
ル
ピ
ー
タ
方

程
式

に
見
る
南
部
の
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
　
5
8
　
奇
妙
な
V
粒
子
現

る
　
5
9
　
素
粒
子
物
理
学
の
精
鋭

が
勢

ぞ
ろ
い
　
6
2

第
3

章
　
天
国
か
地
獄
か
、
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5

西
海
岸

か
ら
プ
リ
ン
ス
ト
ン
へ
大
陸
横
断
　
6
5
　
ス
タ
ー
ぞ
ろ
い
の
研

究
所
　
6
7
　
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
を
追
い
か
け
た
南

部
　
7
0

翻
訳
本
を
持

ち
2

度
目
の
訪
問
　
7
1
　
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
と
南
部

の
会

話
　
7
3
　
畏

怖
す

べ
き
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
　
7
4
　
プ
リ

ン
ス
ト
ン
に
集
っ
た
日
本
の
英
才

た
ち
　
7
6
　
南

部
の
近
未
来

に
起

き
る
苦
難
　
7
7
　「
核
力

の
飽
和
性
」

に
プ
ラ

ズ
マ
理
論
適
用

7
9
　何
ひ
と
つ
う
ま
く
い
か
ず
、
南
部

は
絶
望
　
8
1
　
中

野
・
西
島
・
ゲ
ル
マ
ン
則

が
誕
生
　
8
3
　
智
恵
子
、
潤
一
と
西
海

岸
で
合

流

8
4
　超
伝

導
B
C
S

理
論
の
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
と
出
会
う
　
8
6
　
シ
カ
ゴ
大
学

の
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ガ
ー
と
親
友
に
　
8
7
　
ゲ
ー
ジ
理

論

と
の
出
会

い
　
8
8
　
居
心
地
悪

か
っ
た
競
争
社
会
　
9
1
　
シ
カ
ゴ
大
学
へ
と
"
転
校
"
　
9
2

第
4

章
　
自
発
的
対
称
性
の
破
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5

パ
ラ
ダ
イ
ム
塗
り
替
え

た
新
理
論
　
9
5
　
シ
カ
ゴ
大
学

に
赴
任
　
9
6
　
フ
ェ
ル
ミ
が
主
宰
し
た
「

ク
エ
ー
カ
ー
の
会
議
」
　
9
7
　南

部

が
敬
意
を
表
し
た
フ
ェ
ル
ミ
死

す
　
9
8
　
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ガ
ー
へ
の
恩
返
し
　
9
9
　
人
生
最
大

の
危
機

転
じ
て
准
教
授
に
　
1
0
1
　南

部
を

く
つ
ろ

が
せ
た
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
　
1
0
3
　小
柴

が

シ
カ
ゴ
大

学
に
や
っ
て
き
た
　
1
0
4
　小
柴

が
は
た
し

た
恩
返
し
　
1
0
6

竜
巻
研
究

の
天
才
、
藤
田
哲
也
　
1
0
7
　超
伝
導
の
B
C
S

理
論

と
の
出
会
い
　
1
0
9
　
B
C
S理
論

に
い
ら
だ
ち
最
後
に
恋
に
落
ち
た

南
部
　
1
1
1
　自
発
的
対
称
性
の
破

れ
と
は
？
　
1
1
3
　鉛
筆

を
使
っ
た
も
う
一
つ
の
説
明
　
1
1
5
　対
称
性
が
破
れ
る
と
南
部
粒
子

が
発

生
す
る
　
1
1
6
　陽
子
の
質
量
の
謎
を
解
い
た
南
部

理
論
　
1
1
8
　カ
イ
ラ
ル
対
称
性
の
破
れ
と
は
　
1
1
9
　ビ
ッ
グ
バ
ン
直
後

の
宇
宙
で

起
き
た
相
変
化
　
1
2
2
　陽
子
の
中
で
は
何
か
起
き
て
い
る
？
　
1
2
4
　
2年

か
け
て
B
C
S

理
論
を
解
析
　
1
2
6
　自
信
持
て

ず
グ
ズ
グ

ズ
と
　
1
2
7
　
B
C
S型
の
現
象
を
系
統

的
に
調

査
　
1
2
8
　シ
カ
ゴ
大

教
授
に
就
任
、
東
大

か
ら
オ
フ
ァ
ー
　
1
2
9
　ヨ
ナ
・
ラ

シ
ニ
オ

と
ラ
ン
ダ
ウ
と
の
出
会
い
　
1
3
1
　ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
か
ら
届
い
た
衝
撃
の
予

稿
論
文
　
1
3
2
　
「
と
ん
び
に
油
揚
げ
を

さ
ら
わ
れ
た
」

1
3
4
　
悔
し
さ
か
み
殺
し
書
い
た
ノ
ー

ベ
ル
賞

論
文
　
1
3
6
　南
部

は
江

口
と
西

島
に
救
わ
れ

た
　
1
3
7
　南
部
論
文

選
集
を
出
版
　
1
3
9

江
口
と
西
島
の
究
極
の
利
他

行
為
　
1
4
0
　京
大
の
坂
東
が
南
部
論
文
に
感
動
　
1
4
3
　西
島

で
さ
え
理
解

に
苦
し
ん
だ
南
部
理
論
　
1
4
5

南
部
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ー
ン
粒
子
の
正
体

は
？
　
1
4
6
　ソ
ル
ベ
ー
会
議
出
席
と
1
1年
ぶ
り
の
里
帰
り
　
1
4
8

第
5

章
　

南
部
理
諭

が
生
ん
だ
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

ど
電
弱
統
一
理
論
　
　
　
　
　
1
5
1

質
量
ゼ
ロ
の
粒
子

に
魔
法
を

か
け

た
南
部
理
論
　
1
5
1
　ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

に
邪
魔
を

さ
れ
る
粒
子

た
ち
　
1
5
2
　電
弱

統
一
理
論
に
挑
ん

だ
グ
ラ

シ
ョ
ー
　
1
5
3
　弱
い
力
を
伝
え
る
3

つ
の
粒
子

を
想
定
　
1
5
5
　
3グ
ル
ー
プ
が
競
合
し

た
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
　
1
5
7
　南
部
粒
子

が
ゲ
ー
ジ
粒
子

に
食
べ
ら
れ
た
　
1
5
8
　ヒ
ッ
グ
ス
ら
の
論
文
は
南
部

が
査
読
し
た
　
1
6
0
　ワ
イ
ン
バ
ー
グ
た
ち

が
電
弱
統
一
理
論
を
完

成
　
1
6
3
　あ
ま
り
に
難
し
か
っ
た
く
り
こ
み
計
算
　
1
6
5
　
「
め
で
た
し

め
で
た
し
」
で
は
お
さ
ま
ら
な
い
　
1
6
7
　
「
ギ
ン
ツ
ブ
ル
ク
・
ラ

ン
ダ
ウ
論
文
」
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
南

部
　
1
6
8
　南

部
は
嗅
覚
が
敏
感
す

ぎ
た
？
　
1
7
0
　プ
リ
ン
ス
ト

ン
で
内
山
龍
雄
を
襲
っ
た

衝
撃
　
1
7
1
　内
山
を
高
く
評
価
し
た
南
部
　
1
7
2



第
6

章
　

ク
ォ
ー
タ
め
ぐ
る
ゲ
ル
マ
ン
ど
の
対
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
5

南
部
が
ク
ォ
ー
ク
モ
デ
ル
に
い
ら
だ
っ
た
わ
け
　
1
7
5
　ゲ
ル
マ
ン
研

究
室
に
留
学
し
た
原
　
1
7
7
　も
う
一
人
の
ス
タ
ー
、
フ
ァ
イ
ン
マ

ン
　
1
7
9
　ゲ
ル
マ
ン
に
も
た
め
ら
い
　
1
8
0
　分
数
に
違
和
感
も

ク
ォ
ー
ク
モ
デ
ル
は
周
到
な
で
き
　
1
8
2
　日
本

か
ら
は
坂
田
モ
デ
ル

1
8
5
　
八
道
説
で
ゲ
ル
マ
ン
有
利

に
　
1
8
6
　素
粒
子
の
四
元

モ
デ
ル
　
1
8
8
　原

は
シ
カ
ゴ
大
の
南
部
研

究
室
へ
　
1
8
9
　ハ
ン
・
南
部
の
整

数
電
荷
モ
デ
ル
が
登
場
　
1
9
1
　パ
ウ
リ
の
排
他
律

に
抵

触
し
た
ク
ォ
ー
ク
モ
デ
ル
　
1
9
3
　同
一
ク
ォ
ー

ク
が
3
つ
同
居
す

る
不

都
合

な
真
実
　
1
9
4
　ク
ォ
ー
ク
モ
デ
ル
に
「
色
」
を
導

入
　
1
9
5
　南

部
マ
ジ
ッ
ク
全
開
　
1
9
7
　小

柴
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
ラ
イ

ン
開
通
　
2
0
0

吉
村

が
残
し

た
「
南
部

を
理
解

す
る
方
法
」
　
2
0
1
　
南

部
に
他
大
学
か
ら
ス
カ
ウ
ト
　
2
0
2
　天
体
観
測

が
趣
味
だ
っ
た
　
2
0
3
　未
踏

の
3
色
ク
ォ
ー
ク
の
力
学
に
メ
ス
　
2
0
4
　赤

、
緑

、
青
は
混

じ
り
合

っ
て
白
色
に
　
2
0
6
　湯
川

の
中
間

子
論
を
描
き
直
し
た
色
力
学

2
0
7
　
ひ
も
理
論
も
提
唱
　
2
0
9
　塩
水
湖
の
旅
が
も

た
ら
し
た
波
乱
　
2
1
1
　ひ
も
理
論
も
南
部
論
文
集
に
収
録
　
2
1
2
　南
部
研

に
菅
原

が
加
入
　
2
1
3
　躍
進
の
1
0年
　
2
1
4
　米
市
民
権
を
取
得
　
2
1
6

第
7

章
　
ひ
も
理
論
V
S量
子
色
力
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
9

「
ク
ォ
ー
ク
の
閉
じ
込
め
」
解
い
た
南

部
理

論
　
2
1
9
　巨
大
加
速
器
で
ク
ォ
ー
ク
に
現
実

味
　
2
2
0
　ク
ォ
ー
ク
が
見
せ
た
漸
近
的
自
由

性
　
2
2
1
　わ
が
子
の
対
決
を
楽
し

ん
だ
南
部
　
2
2
4
　
「
ク
ォ
ー
ク
の
閉
じ
込
め
」

は
ひ
も
理
論
で
も
説
明
で
き
る
　
2
2
5
　大
学
院
生
の

ポ
リ
ツ
ァ
ー
が
謎
を
解
明
　
2
2
6
　漸
近

的
自
由
性
の
背
景

に
色
荷

の
偏
極
　
2
2
8
　ひ

も
理

論
は
超
弦
理
論

に
進
化
　
2
2
9
　
「
陽
ち

ゃ

ん
、
お
茶
」
　
2
3
0
　
智
恵
子
は
イ
リ
ノ
イ
州
立
短
大
の
講

師
に
　
2
3
2
　始
ま
っ
た
受
賞
ラ
ッ
シ
ュ
　
2
3
3
　
「
私
た
ち
は
恋
愛

結
婚

で
す
」

2
3
5
　

「
お
父
さ
ん
は
お
休
み
で
忙
し

い
」
　
2
3
7
　
父
と
子
の
距

離
感
　
2
3
8
　小
柴
の
文
化
勲
章
受
章

祝
い
に
送
っ
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
2
3
9

物
理
学
科
の
チ
ェ
ア
マ
ン
に
　
2
4
1
　益
川
と
小
林
が
「
ク
ォ
ー
ク
は
最
低
6

種
類
」
　
2
4
2
　
「
1
1月
革
命
」
で
チ
ャ
ー

ム
ク
ォ
ー
ク
出
現

2
4
5
　
菅
原
と
南
部
が
手
を
さ
し
の
べ
た
　
2
4
7
　素
粒
子
界
の
ヨ
ハ
ネ
　
2
4
8

第
8

章
　
「
予
言
者
」
南
部

ど
ノ
ー
ベ
ル
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
0

先
見

性
と
難
解

さ
が
予

言
者

の
条
件
　
2
5
0
　ア
ハ
ラ
ノ
フ
・
ボ
ー
ム
効
果

に
挑

む
　
2
5
2
　南

部
と
江
口
の
幻
の
共
同

論
文
？
　
2
5
4

菅
本
の
見
た
南
部
陽
一
郎
　
2
5
5
　江

口
の
愛
弟
子
の
大
栗
が
南
部
研

に
　
2
5
7
　悲
し
み
の
で
き
ご
と
　
2
5
8
　
7
0
歳
で
定
年
、

シ
カ
ゴ

大

の
名

誉
教
授
に
　
2
5
9
　阪
大
の
招
へ
い
教
授
に
　
2
6
1
　
1
9
8
0
年
代
も
続

い
た
賞

賛
　
2
6
2
　南
部

を
助
け
た
仲
間

た
ち
　
2
6
3

南

部
に
暖
か
い
風

が
吹
い
て
き
た
　
2
6
5
　ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

狙
う
加
速

器
稼
働

が
追
い
風

に
　
2
6
7
　益
川
、
小
林

と
共
同
受

賞
　
2
6
9

「
南
部
の
受

賞
は
遅
す
ぎ
た
」
　
2
7
1
　
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
は
欠
席
　
2
7
4
　益
川
ら
の
受

賞
の
陰

に
菅
原
の
尽
力
　
2
7
5

第
9

章
　
　福
井
新
聞
記
者

が
見
た
南
部
の
素
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
8

取

材
に
応
じ
た
南

部
の
地
元

愛
　
2
7
8
　南
部
が
教
え
て
く
れ
た
「
授
賞
式
欠
席
」
　
2
8
0
　
南
部

が
語
ら
な
か
っ
た
も
の
　
2
8
3
　南
部

に

「
自
発
的
対
称
性
の
破
れ
と
は
」
と
問
う
て
み
た
　
2
8
4



第
1
0
章
　
生
涯
、
現
役
の
研
究
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
6

9
0歳
を
超
え
て
語
っ
た
流
体

力
学
と
宇
宙
　
2
8
6
　新
婚
時

に
暮
ら
し
た
豊
中
市
に
戻

っ
た
南
部
夫
妻
　
2
8
7
　南
部
を
遇
し
た
門
下
生

2
8
8
　
数
式
で
考
え
る
人
　
2
9
0
　腎
臓
弱
り
人
工
透
析
に
　
2
9
2
　抱
き
続
け
た
流
体
力
学
へ
の
好
奇

心
　
2
9
3
　狙
い
は
ボ
ー
デ
の
法
則

の
証
明
　
2
9
4
　
「
超
対
称
性
粒
子

は
存
在
し
な
い
」
　
2
9
6
　
豊

中
市
の
名

誉
市
民
に
　
2
9
8
　湯
川
黒
板
の
披
露
式

に
出
席
　
3
0
0
　
「
私

の
一
目

ぼ
れ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」
　
3
0
2
　
大
阪
市
大

が
南
部
研
究
所
を
設
立
　
3
0
4

物理学

ことはじめ

湯

川

秀

樹

と

朝

永

振

一

郎
　
2
5

レ
プ

ト

ン
　
2
7

物

性

物

理

学
　
4
2

場

の

量

子

論
　
4
8

ラ

ム

シ
フ
ト
（
L
a
m
b
 
s
h
i
f
t） 
5
0

「

強

い
力

」

と

「
弱

い
力

」
　
6
1

プ

リ

ン
ス
ト

ン
高

等

研

究

所
　
6
9

ロ
バ

ー
ト

・
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
　
7
5

木
下
東
一
郎
　
8
2

ゲ
ー
ジ
理
論
　
8
9

ス
ピ
ン
　
1
2
1

電
子
ボ
ル
ト
（
e
V）
1
2
5

「
自
発
的
対

称
性
の
破
れ
」

を

言
い
は
じ
め
た
の
は
誰
？
　
1
4
2

磁
石
の
テ
ー
ブ
ル
　
1
4
7

ゲ
ー
ジ
粒
子
　
1
5
5

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
と
呼
ば
れ
る
わ
け
　
1
6
2

ク
ォ
ー
ク
モ
デ
ル
　
1
8
4

色
荷
　
1
9
7

ク
ォ
ー
ク
の
閉
じ
込
め
　
2
2
2

C
対
称
性
、
P
対
称
性
、

C
P

対
称
性
　
2
4
4

超
対
称
性
粒
子
　
2
9
7

年
表
 
南
部
陽
一
郎

の
生
涯
　
3
0
7

エ
ピ
ロ
ー
グ
　
3
0
8

さ
く
い
ん
　
3
1
8
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